
 

 

8 月 市長定例記者会見資料 

令 和 元 年 8 月 2 3 日 

教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 

「しんかい 6500」 「よこすか」 一般公開の開催について 

 

八戸市市制施行 90 周年を記念して、市民の海洋科学分野に対する関心を高めることを目的に、国

立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）の所有船舶である有人潜水調査船「しんかい 6500」

及び深海潜水調査船支援母船「よこすか」を八戸港において一般公開するもの。 

「よこすか」「しんかい 6500」の当市での一般公開の開催は平成 21 年度（市制施行 80周年記念

行事、来場者数：6,080 名）以来２回目。ここ最近では、平成 21 年度（一般公開）と 23 年度（東

北太平洋沖地震震源海域調査）の 2 回、当市へ寄港している。 

 

■「よこすか」「しんかい 6500」寄港スケジュール 

 

9 月 20 日（金） 八戸港入港 八太郎 4号埠頭 P 岸壁 

9 月 22 日（日）午前 特別乗船 マリエント「たんけん」クラブ ほか 

9 月 22 日（日）13:30～ 寄港歓迎セレモニー  

 特別公開 セレモニー参加者・報道関係者対象 

9 月 22 日（日）17:30～ 寄港歓迎レセプション  

9 月 23 日（月・祝） 一般公開  

9 月 25 日（水） 八戸港出航  

※天候等によりスケジュールが変更になる場合があります。 

 

 

■一般公開概要 

日 時  9 月 23日（月・祝）10 時～16時（受付開始 9 時 30 分・最終受付 15時 30 分） 

会 場  八戸港八太郎 4 号埠頭 P 岸壁（駐車場あり） 

入場料  無料 

申 込  不要 

 

■寄港歓迎行事概要 

①寄港歓迎セレモニー 

  日 時  9 月 22日（日）13 時 30 分～ 

  会 場  八戸港八太郎 4 号埠頭 P 岸壁（駐車場あり） 

  出席者  八戸市関係者、港湾関係者、地元関係者 等を予定 

  その他  歓迎セレモニー後に特別公開実施。取材のお申込等は別途ご案内予定です。 

 

 



 

 

 

 

 ②寄港歓迎レセプション 

  日 時  9 月 22日（日）17 時 30 分～ 

  会 場  八戸グランドホテル 

  出席者  八戸市関係者、港湾関係者、地元関係者 等を予定 

 

■関連行事概要 

①「JAMSTEC 深海展」 

会 期  （開催中）～9 月 30 日（月） 

会 場  八戸市水産科学館マリエント 4 階展示ホール、3 階水槽展示室 

その他  一部有料（3階水槽展示室：マリエントの通常の入館料が必要） 

 

②八戸市民大学講座（第 12 講義） 

日 時  8 月 28日（水）18 時～19 時 30分 

会 場  八戸市公会堂文化ホール 

講 師  JAMSTEC「しんかい 6500」パイロット 吉梅 剛 氏 

演 題  「しんかい 6500」の見た深海の世界 

その他  入場無料／申込不要 

 

 ③小中学校出前授業 

  日 時  9 月 6 日（金）①10:45～11:30 ②14:05～14:50 

  実施校  ①市立根岸小学校  ②市立中居林小学校 

  講 師  JAMSTEC 海洋科学技術戦略部 技術統括 田代 省三 氏 

 

④一般公開がもっと楽しくなる！深海のふか～い話 

日 時  9 月 14日（土）13 時～17 時 

会 場  八戸ポータルミュージアム「はっち」1 階 シアター1 

その他  入場無料／申込不要 

 

■主 催 

 国立研究開発法人海洋研究開発機構研究船舶八戸港寄港記念事業実行委員会（会長 坂本 美洋） 

 八戸市、八戸市教育委員会 

 

■協 力 

 国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

 八戸市水産科学館マリエント 
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教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 

有人潜水調査船「しんかい 6500」 概要 

「しんかい 6500」は、6,500m の深さまで潜ることができる有人潜水調査船で、1989 年に三菱重

工業（株）神戸造船所で完成しました。その活動範囲は日本近海だけでなく、太平洋やインド洋、

遠くは大西洋にまで及び、これまでに延べ 1,529 回の潜航を行ってきました（2018 年 11 月現在）。

現在運航中の大深度まで潜ることのできる有人潜水調査船は、世界でも 7 隻しかありません。その

中で「しんかい 6500」は、日本のみならず世界の深海調査研究の中核を担う重要な役割を果たして

います。 

■主なスペック 

全長 9.7m 

幅 2.8m 

高さ 4.1m 

空中重量 26.7 トン 

最大潜航深度 6,500m 

乗員数 3 名（パイロット 2 名／研究者 1 名） 

通常潜航時間 8 時間 

ライフサポート時間 129 時間 

最大速力 2.7 ノット 

 

深海潜水調査船支援母船「よこすか」 概要 

支援母船「よこすか」は、最大潜航深度 6,500m の能力を持つ世界最高水準の大深度潜水調査船「し

んかい 6500」の支援母船として深海底の調査を行います。他にも深海底表層・断層地形や地質構造

を解明するための様々な機能を持ち、深海・海溝域の総合的な調査観測研究を行うことができます。 

                        ■主なスペック 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 HP（www.jamstec.go.jp/j/）より抜粋 

全長 105.2m 

幅 16.0m 

深さ 7.3m 

喫水 4.7m 

国際総トン数 4,439 トン 

航海速力 約 16 ノット 

定員 60 名（乗組員 45 名／研究者

15 名） 


